
№64 地域と連携し、生徒が主体的に考える交通安全教室の実施

■管 内 宗谷管内

■分 類 通学路の点検 交通安全教室 安全教育 その他（ ）

■教育課程 教科（ 科） 道徳 総合的な学習の時間 特別活動

■校 種 小学校（低） 小学校（中） 小学校（高） 中学校 高等学校

■取組のポイント

■取組の実際

ねらい

内 容

１ スクールガードを活用した交通安全指導

・教職員とスクールガードが連携し、通学路に立っ

て交通安全指導を行っている。

・年12回ある土曜授業の実施日を含めて登下校時刻

をスクールガードに伝え、生徒の交通事故防止に

向けて見守り活動を行っている。

・教職員とスクールガードが連携して通学路の安全

点検を行い、危険箇所等について情報を共有して

いる。

２ 交通安全教室の実施

・スクールガードからの危険箇所等の情報や過去に

地域で起きた交通事故の事例を基に、生徒が危険

箇所を記入した地図を作成し、全員で交流した。

・自転車の乗り方に係るチェックリストを活用して

自己評価を行い、改善する手立てをワークシート

に記入した。

・「一時停止の標識のない道路

から広い道路に出る際の自転

車の安全な乗り方」など、具

体的な場面を想定してグルー

プで話合いを行い、生徒が主

体的に交通安全について考え

る機会を設定した。

成果と課題

○ スクールガードを活用した生徒の安全を見守る活動の実施

○ 教職員とスクールガードが連携した通学路の安全点検の実施

○ 自転車の乗り方の改善策を生徒自らが考える取組の実施

○ スクールガードと連携した交通安全教室を実施して、自転車の安全な乗り方を
学 び、交通事故の原因と防止に関心をもち、交通安全に対する意識を高める。

○ スクールガードと連携し、生徒自らが危険箇所を記入した地図を作成するなど、
生徒の主体的な活動を生かした交通安全教室を実施したことにより、一人一人の交
通安全に対する意識を高めることができた。

● 生徒自身が自らの命を守ることはもとより、地域ぐるみで中学生を交通事故から
守るという機運を高めることができるよう、地域住民も参加する交通安全教室を開
催する必要がある。

【通学路の危険箇所を発表する様子】 【使用したワークシート】

＜生徒や保護者の声＞

【生徒】

「いつもスクールガードの方が

声をかけてくれるので、すがす

がしい気持ちになります。」

【保護者】

「先生方だけでなく、地域の方も

見守ってくれるので安心して学校

に通わせることができます。」


